
１
．
剣
道
と
は

　
「
剣
の
理
法
の
修
錬
に
よ
る
人
間
形
成
の

道
」
と
全
日
本
剣
道
連
盟
は
定
義
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
真
剣
な
気
持
ち
で
稽
古
し
、

自
分
を
磨
く
と
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

剣
道
の
魅
力
は
次
の
通
り
で
す
。

●
礼
節
が
身
に
つ
く

　
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
み
な
さ

ん
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
剣
道
に
は
、
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
勝
利

し
た
際
も
謙
虚
な
姿
勢
が
必
要
で
す
。
決
し

て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

な
ど
は
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

●
我
慢
、
忍
耐
力
が
身
に
つ
く

　

夏
の
暑
い
時
も
剣
道
具
を
つ
け
、
冬
の
寒

い
時
も
裸
足
で
稽
古
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

一
年
間
通
し
稽
古
を
積
む
こ
と
で
我
慢
す
る

心
が
育
ち
ま
す
。

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
剣
道

　

剣
道
と
は
運
動
文
化
と
し
て
珍
し
く
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒

に
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
他

の
競
技
に
比
べ
て
怪
我
が
少

な
い
か
ら
で
す
。
社
会
に
出

る
と
、
運
動
す
る
機
会
は
減
り
ま
す
が
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
老
若
男
女
問
わ
ず
稽
古
で

き
る
こ
と
は
魅
力
で
す
。

●
正
し
い
姿
勢
が
身
に
つ
く

　

剣
道
の
構
え
は
自
然
体
と
呼
ば
れ
る
正
し

い
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
剣
道
は
構
え
か
ら

す
べ
て
が
始
ま
り
ま
す
。
構
え
を
作
る
こ
と

で
日
常
で
も
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

２
．
競
技
方
法

　

剣
道
具
を
着
用
し
、
相
対

す
る
二
人
が
、
定
め
ら
れ
た

打
突
部
位
を
竹
刀
で
打
ち
、

一
本
を
競
い
合
う
競
技
で

す
。
定
め
ら
れ
た
打
突
部
位

と
は
「
面
（
メ
ン
）
小
手

（
コ
テ
）
胴
（
ド
ウ
）
突
き

（
ツ
キ
）」
の
四
か
所
で
す
。

【
図
１
】

　

剣
は
一
般
的
な
武
器
で
す
。
こ
れ
は
世
界

中
が
認
め
る
よ
う
で
、「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」

の
中
で
さ
え
も
「
ラ
イ
ト
セ
ー
バ
ー
」
と
い

う
（
刀
）
が
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
え

も
様
々
で
す
。【
図
２
】

剣
道

上
段
の
構
え

中
断
の
構
え

【
図
２
】
構
え
紹
介

稽
古
風
景

【
図
１
】
剣
道
具
紹
介

３
．
剣
道
競
技
人
口

　

現
在
武
道
に
は
、
剣
道
、
柔
道
、
空
手
道

な
ど
を
始
め
と
し
て
多
数
の
武
道
が
あ
り
ま

す
。

　

剣
道
競
技
人
口
二
〇
一
一
年
（
有
段
者
）

約
一
六
〇
万
人
「
全
日
本
剣
道
連
盟
よ
り
」

柔
道
競
技
人
口
二
〇
一
一
年
約
一
七
万
人

「
全
日
本
柔
道
連
盟
よ
り
」　

剣
道
は
柔
道
の

約
一
〇
倍
の
競
技
人
口
で
あ
り
、
武
道
の
中

で
も
一
番
多
い
で
す
。

４
．
島
根
県
の
剣
道

　

多
数
の
学
校
で
一
生
懸
命
稽
古
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
全
国
大
会
で
上
位

の
成
績
を
残
す
こ
と
も
多
く
、
令
和
元
年
度

の
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
た
少
年
男
子

は
第
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
剣
道
特
有
の

正
々
堂
々
と
し
た
気
迫
あ
ふ
れ
る
試
合
を
是

非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。


